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議会だより議会だより

議会や議会だよりに望むこと議会や議会だよりに望むこと

「わたしの主張」発表者の皆さんに「わたしの主張」発表者の皆さんに

定例会・臨時会定例会・臨時会

町議会議員選挙が行われ、14人の議員が決まりました。



　
５
月
16
日
に
開
か
れ
た
臨

時
会
で
、
新
し
い
議
長
と
副

議
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
野
俊
光
議
長
と
大
濱
博

史
副
議
長
に
抱
負
な
ど
を
伺

い
ま
し
た
。

―
議
長
・
副
議
長
と
し
て
の

抱
負
は
。

議
長

　

議
会
は
、
町
長
と
共
に
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

常
に
緊
張
感
を
持
ち
、
そ

の
職
責
を
果
た
せ
る
よ
う
議

会
の
運
営
に
当
た
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

副
議
長

　

議
会
が
機
能
す
る
よ
う
に

円
滑
な
運
営
に
努
め
、
議
長

を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

私
た
ち
議
員
は
町
民
の
代
表

で
あ
り
、
町
民
と
町
と
の
パ

イ
プ
役
で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、

し
っ
か
り
と
町
政
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

―
新
た
に
６
人
が
議
員
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
制
施

行
以
来
、
女
性
議
員
が
過
去

最
高
の
４
人
と
な
り
ま
し
た
。

期
待
す
る
こ
と
は
。

議
長

　

新
た
な
議
員
の
声
が
議
会

の
中
に
響
き
、
新
し
い
視
点

や
女
性
の
視
点
か
ら
議
論
が

活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

副
議
長

　

個
々
の
議
員
活
動
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
活
躍
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
女
性

議
員
の
意
見
を
反
映
で
き
る

よ
う
に
柔
軟
な
発
想
と
幅
広

い
視
野
を
持
っ
て
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

―
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
時
代
に
対
応
す
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
社
会
を

望
み
ま
す
か
。

議
長

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
イ
ベ

ン
ト
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
通
じ
て
、
ぜ
ひ

一
緒
に
町
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。『
元
気

な
町
』
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

議
員
に
お
い
て
は
、
自
粛

さ
れ
て
い
た
研
修
会
な
ど
が

再
開
さ
れ
、
他
の
自
治
体
の

議
員
や
職
員
と
の
交
流
も
増

え
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

機
会
か
ら
得
ら
れ
る
先
進
的

な
取
組
や
失
敗
談
な
ど
の
生

き
た
情
報
や
経
験
は
貴
重
な

財
産
と
な
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
も
の
を
上
手
に
町
政

に
反
映
し
、町
民
と
共
に『
元

気
な
町
』
を
目
指
し
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
議
長

　

私
の
地
元
の
地
域
で
は
、

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

が
再
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
他
の
地
域
も
同
じ
よ
う

な
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
縮

小
し
た
り
廃
止
さ
れ
た
り
す

る
活
動
も
あ
る
よ
う
で
す
。

町
に
は
、
地
域
の
活
動
を
ぜ

ひ
応
援
し
、
後
押
し
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　

　

議
員
に
お
い
て
は
、
地
域

と
町
を
つ
な
ぎ
、
町
民
と
共

に
つ
く
る
ま
ち
『
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
』
を
実
践
し
て
い

き
た
い
で
す
。

新
議
長・新
副
議
長
に
聞
く

新
議
長・新
副
議
長
に
聞
く

佐佐
ささ

野野
のの

    俊俊
と し み つと し み つ

光光佐
さ

野
の

  俊
と し み つ

光

大大
お お は まお お は ま

濱濱    博博
ひ ろ しひ ろ し

史史大
お お は ま

濱  博
ひ ろ し

史

議
　
長

議
　
長

議
　
長

副
議
長

副
議
長

副
議
長
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新しい議会構成決まる新しい議会構成決まる
総務、税務、ごみ、下水道、建設、防災、産業
観光などに関することを審議します。

議会の運営、会議規則・委員会条例の整備、議
長の諮問に関することを審議します。

福祉、介護、医療保険、健康増進、学校、子育
て支援、社会教育などに関することを審議します。

議会だよりの編集・発行、広聴活動を行います。

総務建設委員会

議会運営委員会

民生文教委員会

広報広聴委員会

吉川清里・向笠達也・田代　稔・海野豊彦
佐野俊光・桐原直紀・花堂晴美

　　　　　　　　　（委員長） （副委員長）

飯田安雄・花堂晴美・大濱博史
吉川清里・松浦俊介・桐原直紀

　　　　　　　　　（委員長） （副委員長）

大濱博史・松浦俊介・寺島俊郎・野田敏彦
森野夏歩・飯田安雄・松下尚美

　　　　　　　　　（委員長） （副委員長）

田代　稔・森野夏歩・大濱博史
寺島俊郎・松下尚美・野田敏彦

　　　　　　　　　（委員長） （副委員長）
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議会だより
～２００号までの歩み～

第 100 号 第 50 号 第１号

第 147 号第 174 号

平成 10 年 昭和 61 年 昭和 48 年

平成 22 年平成 29 年

A4 判になり、写真が増えて親し
みやすいデザインになりました。

議会だよりとしては初のカラー
表紙でした。

議会だよりを創刊。B5 判の２色
刷りでした。

広報全国コンクールでフォトグラ
ンプリ賞を受賞しました。

広報全国コンクールで奨励賞を受賞しました。
（企画構成部門の受賞）

18歳選挙権が導入されたことを
中高生に聞きました。 フォト

グランプリ賞
奨励賞



議会や議会だよりに望むこと
町の皆さんの声を聴きました

　議会だよりは楽しみにしてい
ますが、大半のページが本会議
での議員の質問と当局側の答弁
の掲載に割かれています。
　しかし、議員の方々の活動は
本会議への出席だけではなく、
４つの委員会での審議も大きな
役割の１つです。
　そこで提案ですが、議会だよ
りに委員会の動向も載せてはい
かがかと思います。

　質疑応答が分かりやすく掲載
され、毎回読ませていただいて
ます。
　議会を傍聴した際「誰もが幸
せに住んで良かった清水町」を
目標に、町長・職員・議員の皆
様が真剣に議論される様子が伝
わり、議会を身近に感じること
ができました。

　議会だよりは一般質問で気に
なっていることを把握すること
ができるので、ありがたいこと
だと思います。
　議会では何がどのように進ん
でいるのか、どのように行われ
ているのかなど傍聴ができない
人でも雰囲気が分かるような写
真などがあると嬉しいです。

　議会を傍聴しますと議員の皆
様と町長はじめ各課の担当の
方々が、真摯に向かい合ってお
られます。
　議会だよりは、どのような質
疑応答がなされたのか記載され
ており、拝読しております。
　町民の誰もが参加できる身近
な議会へ足を運んでみることも
お勧めします。

　議会だよりはいつも読んでい
ますが、以前より字が大きくな
り読みやすくなっていると思い
ます。
　しかし、誌面がワンパターン
に感じます。
　町の人の声をよく聴いて、暮
らしやすいまちづくりを期待し
ます。

　町政の情報が議員や議会だよ
りを通じて、早く正確に伝わっ
てくると思います。
　議員の皆さんには町民の意見
をくみ取って議論し、結果を出
していただきたい。
　町が活性化することを期待し
ています。

議会だよりの充実を！

議会を身近に感じる

議会の様子が分かる写真を

議会の傍聴をお勧めします

町民の声をよく聴いて

町が活性化することを期待

落
おちあい

合 克
かつただ

忠さん
（伏　見）

大
おおつぼ

坪 悦
え つ こ

子さん
（徳　倉）

室
むろふし

伏 健
け ん た

太さん
（中徳倉）

葛
くずもと

本 志
し づ え

津江さん
（中徳倉）

平
ひらいで

出 準
の り お

雄さん
（八　幡）

西山
やま

 万
かずひろ

啓さん
（的　場）
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肉付けする肉付けする補正予算補正予算（第３回）（第３回）

  重点的  重点的かつかつ効率的効率的にに配分配分
肉付けする肉付けする補正予算補正予算（第３回）（第３回）

    重点的重点的かつかつ効率的効率的にに配分配分

反対
です

賛成
です

　
幼・保再編計画は保護者、地域と議論を

討　論 賛成 11 人　反対２人

重要施策を実行するための補正予算

幼稚園・保育所再編計画策定業務につい
ては、かつて清水幼稚園と中央保育所を統廃合する
方針が覆された経緯がある。幼稚園の定員割れ、保
育所の待機児童問題には対応が必要だが、保護者、
地域と議論をするべきである。
　南小学校の北校舎改築事業については、災害時の
危険性も考えて、このまま建築を進めるのは反対であ
る。
　　　　　　　　

（吉川 清里 議員）

所の再編計画策定に伴う予算、消防団第２分団詰所
改修の予算など施政方針に示した事業経費を盛り込
んだ補正予算である。
　また、南小学校の改築事業や小中学校の適応指導
事業の充実を図るなどの教育環境の整備や支援体制
の充実にも継続して取り組むこととなっている。
　財源についても国や県の有利な財源を確保するなど
創意工夫が伺える。

　（松下 尚美 議員）

笑街健幸パスポート事業や幼稚園と保育

第２回定例会第２回定例会

　

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
（
改
選
後
の
初
議
会
）
を
５
月
16
日
に
、
令
和
５
年
第
２
回
定

例
会
を
５
月
31
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
冒
頭
に
町
長
か
ら
※
施
政
方
針
の
表
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
人
事
案
件
、
一

般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
6
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
町
政
へ
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

補 正 予 算

※施政方針は、広報しみず７月号と町ホームページに掲載しています。

新たな事業

　幼稚園・保育所再編計画の策定	 ３００万円

　幼稚園・保育所の入退室管理等システム導入　	 ２４４万円

　65 歳以上の高齢者を対象に町のスポーツ施設の使用料を無償化する
　笑街健幸パスポート事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 ５５３万円

　柿田川観光へ国内外の誘客や関係人口拡大を図るため人気アニメのイラ
　ストを活用するほかパンフレットなどを多言語化する事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 ７００万円

　南小学校北校舎改築工事に伴う周辺建物等の影響調査	 ５６１万円

その他の事業（抜粋）
　　　新型コロナウイルスワクチン追加接種（秋冬）業務　　	 １億９４万円
　　　柿田ふれあい農園の拡充工事	 ４１９万円　　　
　　　生活道路や交通安全施設等の整備費　　　　　	 ３億６４７１万円
　　　消防団第２分団詰所改修工事設計業務　　　　　　　　	 ２２０万円
　　　「TOUKAI-0」総合支援（地震対策）事業費補助金　　	１０９６万円
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政策的経費政策的経費やや投資的経費投資的経費をを
限られた財源限られた財源をを

政策的経費政策的経費やや投資的経費投資的経費をを
限られた財源限られた財源をを

当初予算に当初予算に当初予算に当初予算に

質

疑

答 

町
立
幼
稚
園
の
入
園
者

の
減
少
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
、
幼
稚
園
・
保
育
施
設

の
老
朽
化
、
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
の
不
足
に
対
応
す
る

民
間
活
力
の
導
入
な
ど
を
総

合
的
に
考
慮
し
な
が
ら
待
機

児
童
の
解
消
の
ほ
か
、
保
育

の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
も

の
で
あ
る
。

問 

幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
計

画
の
目
的
は
。

答 

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

で
は
幼
稚
園
・
保
育
所
の
入

園
、
入
所
状
況
、
将
来
の
人

口
推
移
、
再
編
の
イ
メ
ー
ジ

な
ど
を
説
明
し
た
上
で
協
議

の
結
果
、
再
編
が
必
要
で
あ

る
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
総
合
教
育
会
議
に

お
い
て
も
、
同
様
の
意
見
が

あ
っ
た
。

問 

幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
の

協
議
を
行
っ
た
の
か
。

答 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
活

用
し
た
関
係
人
口
の
拡
大
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
柿
田
川
公
園
を
中
心
と
し

た
イ
ラ
ス
ト
の
制
作
と
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
お
よ
び
Ａ
Ｒ
コ
ン
テ

ン
ツ
を
活
用
し
た
公
園
の
散

策
ツ
ー
ル
を
作
成
す
る
。

問 

若
者
世
代
等
関
係
人
口
創

出
移
住
促
進
の
事
業
の
目
的
と

内
容
は
。

答 

未
就
学
児
童
の
保
護
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

す
る
。
ま
た
、
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
、
教
育
委
員
会
な

ど
で
関
係
者
か
ら
意
見
を
伺

う
。

問 

幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
計

画
の
意
見
把
握
は
。

答 

65
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
に
、
町
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
利
用
料
無
償
化

を
行
う
笑
街
健
幸
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
指
定
管

理
者
の
収
入
と
な
る
施
設

利
用
料
分
が
減
額
と
な
る

こ
と
か
ら
補
塡
を
行
う
。

問 

高
齢
者
健
康
増
進
事
業

の
内
容
は
。

答 

北
校
舎
改
築
工
事
に

起
因
す
る
周
辺
建
物
等
へ

の
影
響
を
把
握
す
る
事
前

調
査
を
行
う
。

問 

南
小
学
校
地
盤
変
動
影

響
調
査
の
内
容
は
。

子供たちの未来のために

スポーツで笑街健幸

アニメーションで誘客を
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路線バスの運行継続を支援する事業　	 　４６０万円
　住民税非課税世帯などに３万円を支給する事業　	 １億１１０２万円
　電気料金等の物価高騰の影響を受ける水稲耕作者を支援する事業　	 １５０万円
　物価高騰の影響を受ける生活者や事業者を支援するため「ゆうすいポイントお店再発
見キャンペーン」を行う事業　	 １５００万円
　保育所・保育園、幼稚園および小中学校の給食費における保護者の負担を軽減するた
めの財源として交付金を充当	 １４２４万円
　物価高騰の影響を受けているこども食堂を支援する事業　	 ２０万円

物価高騰の影響を受けている多子世帯（高校生相当以下の子供２人以上を扶養する世
帯）を支援するため、ゆうすいポイントを１世帯当たり１万ポイント配付する事業
	 	 １７３２万円
　　

新型コロナウイルス感染症対応新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金を活用した主な事業地方創生臨時交付金を活用した主な事業
新型コロナウイルス感染症対応新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金を活用した主な事業地方創生臨時交付金を活用した主な事業

【国民健康保険事業特別会計補正予算（第１回）】

質 疑

全 員 賛 成

特 別 会 計

　前年度の保険給付費が確定したことにより精算を行う。また、令和５年度の国民健康保険
事業費納付金額が決定されたため、調整を行う。

人

事

【
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
】

半
田 

昭
博
　
氏
　

を
人
権
擁
護
委
員
に
推

薦
す
る
こ
と
に
同
意
し

た
。

【
農
業
委
員
会
の
委
員

の
任
命
】

藤
井 

晃
生
　
　
氏

杉
山 

義
則
　
　
氏

岩
﨑 

成
司
　
　
氏

飯
田 

克
巳
　
　
氏

杉
山 

護
　
　
　
氏

峰
田 

良
貴
　
　
氏

秋
元 

信
吾
　
　
氏

平
井 

洋
重
　
　
氏

野
田 

芳
美
　
　
氏

鈴
木 

守
　
　
　
氏

渡
邊 

秀
一
　
　
氏

秋
元 

稔
　
　
　
氏

小
林 

奈
津
子
　
氏
　

を
農
業
委
員
に
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
た
。

全 員 賛 成

補 正 予 算（第4回）

問 多子世帯物価高騰支援につ
いて、ゆうすいポイントを活
用した理由は。

答 地域で活用できるゆうすいポイントを発行することで、
多子世帯の消費を支えるとともに、町内業者への支援も同時
に行うことができることから、ゆうすいポイントを活用した。
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令和５年　　　　　　　５月16日開催令和５年　　　　　　　５月16日開催

      第１回臨時会第１回臨時会
令和５年　　　　　　　５月16日開催令和５年　　　　　　　５月16日開催

   第１回臨時会   第１回臨時会

◆ 一般会計補正予算（第１回）について
　  新型コロナウイルスワクチンの追加接種（春夏）業務
   ５０８３万円

◆ 税条例の一部を改正する条例について
　　電気自動車等を取得した場合の軽自動車税の種別割の軽減措置の適用を３年延長する。

◆ 都市計画税条例の一部を改正する条例について
　　地方税法の改正により、引用する条項に条ずれが生じたため、改正する。

◆ 国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
　　国民健康保険税の軽減に用いる所得の判定基準額を改正し、低所得者に対する負担軽
　　減措置の拡充を行う。

◆ 一般会計補正予算（第２回）について
　　食費等の物価高騰に直面し特に影響を受ける低所得の子育て世帯を支援するため、子供
　　１人当たり５万円を特別給付金として支給する事業
   １６０４万円

全  員  賛  成

全  員  賛  成

全  員  賛  成

「議会のワンポイント」
【専決処分とは】
　議会の議決または決定を経なければならない事案について、緊急
を要するため必要な議決が得られないなどの場合に、町長が自ら処
分することをいう。次の議会で承認を求めなければならない。

【
監
査
委
員
の
選
任
】

　

町
議
会
か
ら
選
出
す

る
監
査
委
員
に
松
浦
俊

介
議
員
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

補 正 予 算

補 正 予 算

条 例 改 正

臨
時

議
会

専決処分を承認
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若
年
層
の
投
票
率
を
向
上
さ
せ
る
戦
略
を

選
挙
に
関
わ
る
機
会
を
検
討
し
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
問

花堂 晴美

質問者の動画
が見られます

　
　
投
票
率
向
上
を
図
る
選

択
肢
と
し
て
商
業
施
設
へ
期

日
前
投
票
所
の
設
置
を
し
て

は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

令
和
3
年

度
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

い
て
検
討
を
行
っ
た
も
の
の
、

望
ま
し
い
投
票
所
環
境
の
確

保
に
は
負
担
が
大
き
い
こ
と

や
町
の
有
権
者
数
、
町
域
、

期
日
前
投
票
所
の
設
置
に
伴

う
経
費
等
の
費
用
対
効
果
を

考
慮
す
る
と
、
現
時
点
で
は

難
し
い
。

　
　
高
校
生
や
大
学
生
が
選

挙
に
主
体
的
に
関
わ
る
投
票

事
務
従
事
者
等
を
公
募
し
て

は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

若
者
が
主

体
的
に
選
挙
に
関
わ
る
機
会

を
増
や
す
こ
と
は
町
政
や
選

挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

上
で
有
効
で
あ
る
。
高
校
生

や
大
学
生
を
は
じ
め
と
す
る

若
者
に
投
票
事
務
や
投
票
立

会
人
等
と
し
て
従
事
し
て
も

ら
う
こ
と
は
直
接
選
挙
に
関

わ
る
良
い
機
会
で
あ
る
の
で
、

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
た

い
。

　
　
投
票
率
向
上
に
向
け
た

若
者
の
視
点
に
よ
る
提
案
や

議
論
の
場
を
創
設
し
て
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

若
者
が
選

挙
に
主
体
的
に
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
は
町
政
や
選
挙
へ
の

興
味
、
関
心
を
高
め
、
投
票

率
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る
。
今
後
、
対
象
や
実

施
方
法
等
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
て
い
き
た
い
。

少
子
化
・
子
育
て
支
援
策
の

　
　
　
　
　
　
　    

拡
充
を

　
　

本
来
、
少
子
化
対
策
な

ど
国
が
す
べ
き
こ
と
で
あ
る

が
、
実
施
す
る
諸
条
件
が
整

え
ば
、
近
隣
市
町
と
の
差
別

化
を
図
る
意
味
で
も
給
食
費

の
無
償
化
に
踏
み
出
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

学
校

等
の
給
食
費
の
無
償
化
を
本

町
で
実
施
し
た
場
合
、
小

中
学
校
で
毎
年
約
１
億
４
０

０
０
万
円
、
保
育
所
・
幼
稚

園
分
と
合
わ
せ
る
と
毎
年
約

１
億
８
０
０
０
万
円
程
度
の

新
た
な
財
源
が
必
要
と
な
り
、

実
施
に
当
た
っ
て
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
政
府
が
学
校

給
食
費
の
無
償
化
に
向
け
て

課
題
を
整
理
し
て
い
く
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　
子
育
て
施
策
の
先
駆
的

な
取
組
に
「
お
む
つ
の
定
期

便
」
と
い
う
事
業
が
あ
る
。

民
間
活
力
を
活
用
し
た
独
自

の
産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
が

で
き
な
い
か
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

ま

ず
は
妊
産
婦
等
に
し
っ
か
り

と
寄
り
添
っ
た
支
援
が
で
き

る
よ
う
健
診
時
や
新
生
児
訪

問
等
の
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
面
談
を
増
や
す
な
ど
、
伴

走
型
相
談
支
援
の
さ
ら
な
る

充
実
を
優
先
し
、
民
間
活
力

を
活
用
し
た
事
業
の
拡
充
に

つ
い
て
は
、
妊
産
婦
等
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問

問

問

答

答

答

問

問

答

答

若者が出演した選挙啓発動画

６人が町政を問う６人が町政を問う６人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。
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環
境
施
策
に
対
す
る
方
針
は

環
境
基
本
計
画
等
の
策
定
を
検
討
し
た
い

答
問

　
　
国
は
２
０
５
０
年
ま
で

に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
脱
炭
素
社
会
）
を
目
指
す

こ
と
を
宣
言
し
、
県
は
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
す
こ
と
を
表
明
し

た
。
町
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

県

東
部
地
域
の
水
源
と
な
っ
て

い
る
柿
田
川
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
が
気
候
変
動
の
対
策

を
推
進
す
る
こ
と
は
、
貴
重

な
自
然
環
境
の
継
承
、
水
資

源
の
保
全
、
地
域
の
魅
力
向

上
に
資
す
る
と
い
う
点
で
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
地
域
で
の
取
組
に
は
住

民
の
環
境
意
識
の
向
上
が
重

要
と
考
え
る
が
環
境
教
育
の

推
進
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

地

球
規
模
で
起
こ
る
環
境
変
化

を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
自

ら
行
動
で
き
る
人
材
の
育
成

を
図
る
た
め
、
小
学
生
に
環

境
配
慮
活
動
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
解
を
深
め
行
動
に
移
す
た

め
の
講
座
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
環
境
施
策
に
対
す
る
方

向
性
や
方
針
を
示
す
必
要
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 
多

様
化
す
る
環
境
問
題
に
適
切

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
住

民
、
事
業
者
、
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
主
体
的
か
つ

相
互
の
協
力
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
環
境
へ
の
負
荷
の

低
減
や
環
境
配
慮
の
行
動
を

積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

町
の
環
境
に
対
す
る
基
本
方

松下 尚美

質問者の動画
が見られます

　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
は
、
地
域
の
緑
の
保

全
と
し
て
地
域
に
残
る
大
木

や
ゆ
か
り
の
あ
る
歴
史
的
な

樹
木
、
市
街
地
内
に
残
る
樹

林
地
、
社
寺
林
等
の
緑
に
つ

い
て
、「
地
域
の
緑
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
保
全
を
図
る
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
認
定
さ

れ
て
い
る
樹
木
は
。

　

  （
社
会
教
育
課
長
） 

長
沢

の
智
方
神
社
の
ク
ス
ノ
キ
と

徳
倉
山
の
山
中
の
カ
ゴ
ノ
キ

が
、
町
指
定
天
然
記
念
物
と

さ
れ
て
い
る
。

　
　
今
後
の
幹
線
道
路
の
緑

化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

計
画
の
過

程
で
は
、
道
路
緑
化
を
含
め

て
設
計
を
進
め
て
い
る
が
、

整
備
後
の
安
全
面
や
管
理
面

等
を
考
え
る
と
、
近
年
で
は

街
路
樹
等
の
整
備
は
難
し
く
、

全
国
的
に
も
同
様
な
傾
向
が

見
ら
れ
て
い
る
。
幹
線
道
路

の
緑
化
推
進
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
、
今
後
は
、
既
存
の

緑
化
施
設
の
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
て
い
く
。

地
域
の
緑
の
保
全
は

針
を
環
境
基
本
条
例
や
環
境

基
本
計
画
な
ど
の
策
定
に
よ

り
示
す
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

策
定
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

答

答答

問

問問

問

問 答答

地域の緑のシンボル智方神社のクスノキ
（町指定天然記念物）
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学
校
給
食
の
無
償
化
を

給
食
費
の
一
部
を
公
費
に
て
負
担
　
　

答
問

森野 夏歩

質問者の動画
が見られます

資
源
ご
み
回
収
の
改
善
を

　
　
施
政
方
針
に
「
給
食
費

に
つ
い
て
は
経
済
的
負
担
軽

減
を
図
る
」
と
あ
る
が
、
無

償
化
を
行
う
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

学
校

給
食
費
を
令
和
４
年
度
に
改

定
し
た
が
、
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
踏

ま
え
、
改
定
前
と
同
等
と
な

る
よ
う
、
そ
の
一
部
を
公
費

に
て
負
担
し
た
。
令
和
５
年

度
も
、
前
年
度
と
同
様
の
措

置
を
取
り
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
学
校
給
食
が
食
育
の
教

材
と
し
て
重
要
な
位
置
付
け

で
あ
る
と
い
う
認
識
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

児
童

生
徒
が
学
校
給
食
を
通
じ
、

食
に
つ
い
て
学
ぶ
食
育
の
一

環
と
い
う
側
面
と
と
も
に
、

学
校
に
お
け
る
食
育
の
生
き

た
教
材
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　
義
務
教
育
無
償
の
原
則

か
ら
学
校
給
食
を
無
償
で
提

供
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
  （
教
育
総
務
課
長
） 

本
町

で
実
施
し
た
場
合
、
毎
年
約

１
億
４
０
０
０
万
円
を
超
え

る
新
た
な
財
源
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
や

今
後
の
見
通
し
を
踏
ま
え
た

上
で
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

　
　
千
葉
県
浦
安
市
で
は
、

転
入
時
に
防
災
セ
ッ
ト
を
配

布
し
て
い
た
。
町
で
も
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

既

に
お
住
い
の
方
と
の
公
平
性

や
予
算
の
確
保
の
点
か
ら
直

ち
に
は
困
難
で
あ
り
、
現
在

の
と
こ
ろ
実
施
す
る
予
定
は

な
い
。
な
お
、
自
助
に
対
す

る
支
援
の
一
環
と
し
て
、
転

入
時
に
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
配
付
し
、
避
難
所
・
災

害
危
険
箇
所
な
ど
の
確
認
を

促
し
て
い
る
。

問

問

問

問

　
　
資
源
ご
み
の
拠
点
回
収

の
改
善
の
声
が
あ
る
。
一
般

廃
棄
物
の
処
理
義
務
が
あ
る

た
め
、
行
政
が
責
任
を
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

処

理
施
設
を
保
有
し
な
い
本
町

で
は
、
沼
津
市
や
民
間
事
業

者
の
施
設
で
廃
棄
物
を
処
理

し
て
お
り
、
資
源
ご
み
の
回

収
な
ど
町
民
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
町
の
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
で
は
「
ご
み
排
出

弱
者
へ
の
配
慮
を
検
討
し
、

公
平
な
町
民
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
」
と
あ
る
。
具
体
的
な
支

援
方
法
は
何
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

粗

大
ご
み
の
搬
入
が
困
難
な
障

が
い
者
、
高
齢
者
等
の
世
帯

に
対
し
て
、
職
員
に
よ
る
臨

戸
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
資
源
ご
み
の
拠
点
回
収

を
見
直
す
べ
き
で
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

資

源
ご
み
と
し
て
回
収
し
て
い

る
瓶
類
、
そ
の
他
金
属
、
古

紙
類
な
ど
は
再
生
利
用
を
前

提
と
し
、
適
切
な
分
別
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
資
源
と
し

て
活
用
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　
処
理
施
設
を
持
た
な
い
本

町
が
継
続
し
て
安
定
的
な
処

理
を
行
う
に
は
、
適
正
な
分

別
と
減
量
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
み
へ
の
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
、
現
状
の
回
収
方
法

に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

排
出
弱
者
へ
の
配
慮
の
必
要

性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く

と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続

き
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

答

答

答

答

転
入
時
に

防
災
セ
ッ
ト
の
配
布
を

学校給食は食への知識を
深める教材です

問

問

問 答

答

答
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５
月
21
日
と
25
日
に
沼

津
市
と
清
水
町
で
、
新
中
間

処
理
施
設（
ご
み
焼
却
場
）建

設
に
関
す
る
説
明
会
が
開
か

れ
た
が
、
こ
の
説
明
会
の
目

的
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

沼

津
市
が
行
う
都
市
計
画
決
定

の
案
を
作
成
す
る
際
に
住
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
広
く
意
見
を

聴
取
す
る
機
会
を
設
け
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
説
明
会
で
出
さ
れ
た
住

民
か
ら
の
質
問
や
意
見
を
町

は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

建
設
に
対
す
る
同
意
が
得
ら

れ
た
と
考
え
る
の
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

様

々
な
意
見
が
あ
り
、
事
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
機
会

と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
説
明
会
は
、
建

設
に
対
す
る
姿
勢
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。

　
　
隣
接
す
る
外
原
区
だ
け

で
な
く
、
影
響
す
る
地
域
も

含
め
て
の
説
明
会
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

町

で
は
こ
れ
ま
で
外
原
区
を
含

め
た
地
域
住
民
説
明
会
を
６

回
、
外
原
区
役
員
と
の
意
見

交
換
会
を
77
回
実
施
し
て
お

り
、
改
め
て
町
と
し
て
説
明

会
を
開
催
す
る
予
定
は
な
い
。

　
　
建
設
費
に
対
す
る
町
の

負
担
割
合
は
い
つ
決
ま
る
の

か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

今

後
事
業
者
の
選
定
と
併
せ
て

詳
細
事
項
の
検
討
が
進
む
中

で
町
の
負
担
方
針
に
つ
い
て

総
合
的
に
協
議
し
て
い
く
。

　
　

町
長
の
選
挙
公
約
に

「
ご
み
処
理
等
、
環
境
を
整

備
し
、
ク
リ
ー
ン
で
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
」

と
あ
る
が
、
具
体
的
な
施
策

は
。

　

  （
町
長
） 

ご
み
処
理
や
汚

水
処
理
は
、
町
民
生
活
の
根

幹
に
関
わ
る
業
務
で
あ
り
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
業
務
で
あ
る
。
ま
た
、

国
指
定
天
然
記
念
物
で
も
あ

る
柿
田
川
湧
水
群
の
貴
重
な

自
然
を
後
世
に
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
５
次
総
合
計
画
で
示
し
た

事
業
を
計
画
的
に
進
め
る
中
、

ご
み
処
理
や
汚
水
処
理
を
継

続
し
て
安
定
か
つ
適
正
に
処

理
し
て
い
く
。

ご
み
焼
却
場
建
設
費
用
の
負
担
割
合
は

負
担
方
針
を
総
合
的
に
協
議
す
る

答
問

吉川 清里

質問者の動画
が見られます

町
営
住
宅
の

　 

保
証
人
要
件
の
見
直
し
を

　
　
町
営
住
宅
の
入
居
の
際

に
保
証
人
が
必
要
で
あ
る
と

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

高
齢
化
に
伴
い
、
入
居
希
望

者
が
保
証
人
の
確
保
に
苦
慮

す
る
事
例
が
あ
り
、
国
か
ら

も
配
慮
を
求
め
る
旨
の
通
知

が
出
さ
れ
て
い
る
。
条
例
を

改
正
す
べ
き
で
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

国
の
通
知

を
踏
ま
え
、
連
帯
保
証
人
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
た

結
果
、
連
帯
保
証
人
を
求
め

な
い
方
向
で
今
年
度
中
に
条

例
を
改
正
す
る
よ
う
調
整
し

て
い
る
。

答

答 答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

条例の改正が待たれる町営住宅
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消
防
団
等
の
処
遇
改
善
を

有
効
な
解
決
策
を
検
討
し
て
い
く

答
問

松浦 俊介

質問者の動画
が見られます

教
育
旅
行
の
誘
客
を

　
　
消
防
団
員
は
欠
員
１
人

（
定
数
１
１
５
人
）、
民
生
児

童
委
員
は
欠
員
４
人
（
定
数

66
人
）、
交
通
指
導
員
は
欠

員
16
人（
定
数
40
人
）と
な
っ

て
い
る
。
な
り
手
不
足
の
現

状
を
町
は
ど
の
よ
う
に
分
析

を
し
て
い
る
の
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

消

防
団
員
の
担
い
手
不
足
に
は
、

少
子
化
に
よ
る
若
年
層
の
減

少
、
家
族
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

を
優
先
す
る
価
値
観
の
変
化
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
割
合
の
増

加
、
出
動
回
数
の
多
さ
、
交

通
指
導
員
は
、
地
域
社
会
の

希
薄
化
に
よ
る
人
材
不
足
、

負
担
が
重
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

民
生

児
童
委
員
は
、
共
働
き
や
退

職
後
も
就
労
す
る
高
齢
者
の

増
加
等
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
ゆ
う
す
い
ポ
イ
ン
ト
加

盟
店
舗
は
、
１
４
８
店
舗
と

増
え
て
き
て
い
る
。
地
域
活

性
化
と
各
種
団
体
の
処
遇
改

善
に
ゆ
う
す
い
ポ
イ
ン
ト
の

配
布
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
  （

産
業
観
光
課
長
） 

こ
れ

ま
で
の
取
組
を
参
考
と
し
つ

つ
、
ゆ
う
す
い
ポ
イ
ン
ト
の

性
格
を
踏
ま
え
、
実
現
の
可

能
性
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
民
生
児
童
委
員
は
、
民

生
委
員
法
第
10
条
に
、
給
与

を
支
給
し
な
い
と
規
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
処
遇
改
善
と

し
て
ゆ
う
す
い
ポ
イ
ン
ト
は
、

難
し
い
。
各
種
団
体
の
担
い

手
の
確
保
へ
、
町
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
く
の
か
。

　

  （
町
長
） 

担
い
手
不
足
の

解
消
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
重

　
　
宮
城
県
松
島
町
に
は
、

松
島
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
、

東
日
本
大
震
災
の
概
況
や
被

災
状
況
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
が
あ
る
。
町
で
も
修
学
旅

行
や
社
会
科
見
学
等
の
教
育

旅
行
で
訪
問
す
る
児
童
生
徒

の
た
め
に
、
柿
田
川
の
自
然

や
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
が
あ
れ
ば
、
事
前

学
習
な
ど
で
も
柿
田
川
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
近
隣
市
町
や
旅
行
会
社
、

地
元
企
業
と
連
携
し
、
柿
田

川
の
自
然
と
歴
史
・
文
化
を

学
ぶ
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
整
備

等
を
行
い
、
町
外
小
中
学
生

等
の
教
育
旅
行
の
誘
客
に
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
思

う
が
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

現
在
、

町
で
は
沼
津
商
業
高
校
に
対

し
、
学
生
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
養
成
に
向
け
、

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
会
や
一
般
社
団
法
人
美

し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
等

の
協
力
に
よ
る
事
業
支
援
を

提
案
し
、
実
施
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
宮
城
県
松
島
町

な
ど
の
事
例
を
参
考
に
、
特

産
品
開
発
に
取
り
組
む
事
業

者
や
地
域
の
旅
行
者
等
と
連

携
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る

学
習
や
体
験
活
動
を
テ
ー
マ

と
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
特
産
品
を
味
わ
う
フ
ー

ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を
視
野

に
入
れ
、
本
町
の
特
色
を
生

か
し
た
長
時
間
滞
在
型
教
育

旅
行
の
誘
客
が
図
ら
れ
る
よ

う
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

自然教室で柿田川公園を訪れた
熱海市の中学生

要
な
課
題
と
認
識
し
、
ゆ
う

す
い
ポ
イ
ン
ト
の
配
付
等
の

方
法
も
含
め
、
委
員
報
酬
等

の
見
直
し
な
ど
、
有
効
な
解

決
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問

答

問

問問

答答

答答
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不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
問
う

徳
倉
地
域
の
江
川
周
辺
に
治
水
対
策
を

雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
実
現
を
検
討

答
問

　
　
浸
水
想
定
区
域
の
水
害

対
策
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 
国

事
業
の
狩
野
川
堤
防
整
備
を

進
め
て
い
る
ほ
か
、
県
事
業

で
は
境
川
の
改
修
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
町
で
は
主
に
内
水

被
害
の
低
減
を
目
的
と
し
た

河
川
の
※
浚し

ゅ
ん
せ
つ
渫
や
既
存
の
調

整
池
の
維
持
管
理
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
町
の
管
理
下
に
あ
る
河

川
が
発
生
源
と
な
る
、
内
水

に
よ
る
浸
水
対
策
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

雨

水
貯
留
施
設
な
ど
の
整
備
を

民
間
の
開
発
許
可
の
際
に
は

積
極
的
に
指
導
し
、
町
も
同

様
の
施
設
の
整
備
の
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
水
災
害
の
対
策
に
は
、

治
水
が
最
も
有
効
な
手
段
と

考
え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

　

  （
町
長
） 

狩
野
川
の
堤
防

整
備
、
狩
野
川
放
水
路
の
拡

充
や
浚
渫
に
よ
る
流
水
能
力

の
確
保
を
国
等
へ
要
望
す
る

と
と
も
に
、
徳
倉
地
域
の
江

川
周
辺
に
お
け
る
内
水
被
害

対
策
と
し
て
、
雨
水
貯
留
施

設
の
整
備
な
ど
の
各
種
対
策

の
実
現
に
向
け
た
検
討
を
進

め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

※
浚
渫
…
河
川
や
港
湾
な
ど

で
水
底
の
土
砂
等
を
取
り
去

る
工
事
の
こ
と
。

大濱 博史

不登校児童生徒へ
多様な学びの場を

質問者の動画
が見られます

　
　
相
談
体
制
の
現
状
と
課

題
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

学
級

担
任
だ
け
で
な
く
組
織
全
体

で
相
談
に
向
き
合
う
体
制

を
構
築
し
て
い
る
。
課
題
は
、

多
様
化
、
複
雑
化
す
る
相
談

内
容
が
増
加
し
て
お
り
、
関

係
者
と
の
共
有
や
連
携
を
さ

ら
に
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

支
援
の
現
状
と
課
題
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

適
応

指
導
教
室
を
設
置
す
る
な
ど

個
々
の
状
況
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
し
て
い
る
。
課
題
は

別
室
で
の
学
習
支
援
は
十
分

な
教
育
が
困
難
で
あ
る
こ
と

や
安
心
で
き
る
居
場
所
と
な

る
拠
点
施
設
を
定
め
る
必
要

が
あ
る
。

　
　
家
庭
と
学
校
の
連
携
も

重
要
と
考
え
る
が
、
現
状
と

課
題
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

家
庭

訪
問
等
に
よ
り
家
庭
と
学
校

が
共
通
理
解
を
図
り
支
援
を

進
め
、
校
長
会
や
生
徒
指
導

委
員
会
、
ケ
ー
ス
会
議
で
情

報
を
共
有
す
る
な
ど
連
携
を

図
っ
て
い
る
。
課
題
は
、
家

庭
の
状
況
に
よ
り
対
策
の
検

討
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
あ
る

こ
と
で
あ
る
。

　
　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

支
援
の
改
善
と
今
後
の
方
針

は
。

　

  （
教
育
長
） 

家
庭
と
の
連

携
、
共
有
が
深
め
ら
れ
る
よ

う
努
め
、
居
場
所
づ
く
り
の

拠
点
化
や
支
援
人
員
の
確
保

を
考
え
て
い
る
。
行
政
、
学

校
と
地
域
社
会
、
家
庭
、
関

係
機
関
が
連
携
し
、
支
援
体

制
の
充
実
を
図
り
、
個
々
に

応
じ
た
多
様
な
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

答答

答

答

答

答

答

問問

問

問

問

問

問
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新
し
い
議
会
構
成
と
な
り

初
め
て
の
議
会
だ
よ
り
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
だ
よ
り
は
昭
和
48
年
に

第
１
号
が
発
刊
さ
れ
て
か
ら

今
号
で
２
０
０
号
を
迎
え
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
会
だ
よ
り

と
議
会
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
今
ま
で
の
良
い
と
こ
ろ

は
残
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の

誌
面
は
皆
様
に
関
心
を
持
っ

て
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た

だ
け
る
内
容
を
心
掛
け
て
編

集
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民

の
皆
様
の
声
も
ど
ん
ど
ん
載

せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
委
員

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
伺
い
ま

し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　
　
（
松
下
）

発
行
・
編
集
責
任
者

議　

長　

佐
野　

俊
光

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

松
下　

尚
美

副
委
員
長　

野
田　

敏
彦

委　

員　

大
濱　

博
史

寺
島　

俊
郎

田
代　
　

稔

森
野　

夏
歩

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
７
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
製
作
費
は
約

26
円
で
す
。

編
集
後
記

　
令
和
５
年
６
月
17
日
に
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
町
内

の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
の

代
表
が
日
頃
の
想
い
や
社
会

に
向
け
た
意
見
な
ど
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
発
表
を
終
え
た
皆
さ
ん
に

町
に
つ
い
て
の
想
い
を
聞
き

ま
し
た
。

―
町
の
い
い
と
こ
ろ
、
自
慢

で
き
る
と
こ
ろ
は
。

 

「
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
川

が
き
れ
い
で
富
士
山
が
よ
く

見
え
る
と
こ
ろ
。」

 

「
み
ん
な
の
性
格
が
良
く
て

仲
良
く
で
き
る
。
明
る
い
感

じ
が
好
き
で
す
。」

 

「
み
ん
な
の
笑
顔
が
い
い
。」

 

「
人
が
優
し
い
と
こ
ろ
。」

 

「
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
地
域
の
方
達
と
交
流
で

き
た
り
、
お
話
し
で
き
た
り

す
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。」

 

「
小
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ
一

人
一
人
の
顔
や
表
情
が
見
え

る
と
こ
ろ
。」

―
不
便
な
と
こ
ろ
、
直
し
て

欲
し
い
と
こ
ろ
は
。

 

「
駅
が
あ
る
と
い
い
な
。」

 
「
自
転
車
の
矢
印
が
あ
る
け

れ
ど
、
ど
う
し
て
も
狭
く
て

後
ろ
か
ら
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

鳴
ら
さ
れ
て
し
ま
う
。
自
転

車
通
行
帯
を
も
う
少
し
広
く

し
て
欲
し
い
。」

 

「
横
断
歩
道
は
あ
る
け
れ
ど
、

信
号
機
が
少
な
い
と
思
う
。」

 

「
町
の
シ
ン
ボ
ル
の
柿
田
川

を
も
っ
と
全
面
に
押
し
出
し

て
い
い
と
思
う
。」

―
ど
ん
な
施
設
が
あ
っ
た
ら

い
い
で
す
か
。

 

「
駅
が
あ
れ
ば
も
っ
と
人
が

集
ま
っ
て
活
気
が
あ
る
町
に

な
る
と
思
う
。」

 

「
雨
の
日
で
も
楽
し
め
る
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
。」

 

「
自
然
を
生
か
し
て
遊
べ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
い
な
。」

 

「
柿
田
川
を
体
験
で
き
る
川

に
入
れ
る
場
所
が
あ
る
と
い

い
と
思
う
。」

 

「
清
水
小
学
校
の
教
材
園
が

い
つ
で
も
自
由
に
入
れ
る
と

い
い
な
。」

 

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
で
き
る
施

設
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
。」

議会を傍聴
してみませんか

次の定例会は

８月31日   午前９時
開会予定です。
　　　　　   

　傍聴を希望する方は、本会議
の当日、役場５階の受付係に申
し出ていただき、傍聴券の交付
を受けてください。
　皆さんの傍聴をお待ちしてい
ます。

お知らせ

「わたしの主張」

町への想いを聞きました
発表者の皆さんに発表者の皆さんに

　
緊
張
し
た
面
持
ち
で
一
生

懸
命
自
分
の
想
い
を
発
表
す

る
皆
さ
ん
の
姿
に
感
動
し
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
が
大
人
に
な
っ
て

も
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

  

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

松
下
）


